
平川千秋校長 見渡すと目にまぶしい

緑。ゆったりと飛ぶ飛行機。本校は四季

のうつろいを五感で感じられる、成田空

港に程近い久住中央に位置しています。

学区内に１つの久住小学校からの入学

者がほとんどで、保護者や地域の方々の

支援も厚く、合同避難訓練や音楽交流会

等、小中連携が進められています。

明るいモダンな校舎の中では、毎日さ

わやかなあいさつが交わされ、一人一人

が将来の夢に向かい学習や諸活動に励ん

でいます。

どんなことにも本気で取り組む久住中

生は、地域に誇りを持ち、学問を修め、

社会に貢献できる人をめざし、少人数な

がらも味のある学校づくりに奮闘してい

ます。

和の精神 日本刀に学ぶ

夢
が
膨
ら
む
入
学
式

県
立
小
金
高
等
学
校
は
、
昭

和

年
４
月
に
開
校
し
、
今
年

で
創
立

年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
誠
実
和
敬
」
を
学
校
生
活
の

信
条
と
し
、
質
実
剛
健
・
積
極

精
進
の
気
風
を
発
揚
し
て
、
気

品
あ
る
校
風
の
樹
立
に
努
め
る

と
と
も
に
教
育
内
容
の
充
実
に

重
点
を
置
く
こ
と
を
実
践
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

校
章
は
し
の
ぎ
（
日
本
刀
の

刀
身
の
峰
に
沿
っ
て
、
線
を
な

し
て
も
り
あ
が
っ
て
い
る
部

分
）
を
図
案
化
し
て
象
徴
し
た

も
の
で
す
。「
し
の
ぎ
」
は
「
凌

ぎ
」
の
意
味
も
表
し
て
い
て
、

し
の
ぐ
、
が
ま
ん
す
る
、
乗
り

越
え
る
と
い
う
意
味
を
持
ち
、

刃
で
敵
を
倒
す
の
で
は
な
く
、

し
の
い
で
敵
の
刃
を
か
わ
す
と

い
う
和
の
精
神
の
基
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

校
章
に
は
、
和
の
精
神
を
基

と
し
て
、
耐
え
忍
び
、
困
苦
を

の
り
こ
え
て
建
設
す
る
と
い
う

創
造
の
意
欲
を
持
つ
小
金
生
へ

の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「

小
金
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
と

し
て
、
質
の
高
い
授
業
や
朝
自

習
な
ど
に
よ
る
「
学
力
の
向

上
」
、
進
学
補
習
や
計
画
的
な

進
路
学
習
に
よ
る
「
希
望
進
路

の
実
現
」
、
近
隣
事
業
所
へ
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
盛
り

込
ん
だ
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
」
、
四
大
行
事
や
部
活
動
を

通
じ
た
「
充
実
し
た
高
校
生
活
」

の
４
つ
の
柱
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
普
通

科
を
改
編
し
、県
内
初
の「
進

学
を
重
視
し
た
総
合
学
科
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
「
人

文
国
際
」「
数
理
科
学
」
「
医

薬
看
護
」
「
芸
術
文
化
」
の

４
系
列
を
軸
に
、
生
徒
の
多

様
な
進
学
希
望
に
対
応
し

た
、
よ
り
細
や
か
な
、
よ
り

専
門
性
を
高
め
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

総
合
学
科
の
多
様
な
選
択

科
目
の
授
業
に
対
応
す
る
た

め
、
最
新
の
視
聴
覚
機
器
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
備
え
た
総
合

学
科
棟
の
建
設
も
進
ん
で
い

て
、
今
年
度
末
に
は
完
成
予
定

で
す
。

小規模校ならではの団結力

成
田
市
立
久
住
中
学
校
は
昭

和

年
に
、
当
時
の
久
住
村
幡

谷
に
久
住
村
立
久
住
中
学
校
と

し
て
開
校
し
、
昭
和

年
に
町

村
合
併
で
成
田
市
立
久
住
中
学

校
と
改
称
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

２
回
の
移
転
を
経
て
平
成

年
、
現
在
の
新
校
舎
に
移
転
し

ま
し
た
。
平
成

年
に
は
地
番

変
更
で
所
在
地
が
久
住
中
央
に

変
わ
り
、
今
年
で
創
立

周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

学
区
は
成
田
市
の
中
央
部

で
、
西
部
に
水
田
地
帯
、
東
部

に
畑
作
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
学
区
が
広
い
た
め
バ
ス
で

通
学
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

昭
和

年
に
は
３
２
９
人
の

生
徒
が
い
ま
し
た
が
、
今
は

人
の
生
徒
が
５
学
級
に
分
か
れ

て
授
業
を
行
っ
て
い
る
学
校
で

す
。
小
規
模
校
で
す
が
、
生
徒

の
団
結
力
は
強
く
、
体
育
祭
や

文
化
祭
な
ど
の
学
校
行
事
で
生

徒
た
ち
は
、
一
人
一
つ
の
役
割

ま
た
は
二
つ
以
上
の
役
割
を
引

き
受
け
て
活
躍
し
輝
い
て
い
ま

す
。そ

ん
な
久
住
中
学
校
で
す

が
、
学
区
が
あ
る
久
住
中
央
地

区
の
宅
地
開
発
が
進
ん
で
い

て
、
今
後
、
生
徒
数
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
規
模
校
な
ら
で
は
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
、
「
ク
ラ
ス
み

ん
な
が
安
心
し
て
学
べ
る
学

校
」
「
進
ん
で
明
る
い
あ
い
さ

つ
が
交
わ
さ
れ
る
学
校
」
「
力

を
合
わ
せ
感
動
を
生
み
出
せ
る

学
校
」
が
目
標
で
す
。

平
成

年
に
は
学
区
の
小
学

校
統
合
が
行
わ
れ
、
１
小
１
中

学
校
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て

行
わ
れ
る
合
同
避
難
訓
練
や
久

住
中
３
年
生
に
よ
る
小
学
校
で

の
音
楽
指
導
、
全
児
童
生
徒
に

よ
る
小
中
交
流
音
楽
発
表
会
な

ど
、
小
中
連
携
事
業
が
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
小
中
連
携
事
業
は
中
学
に
入

学
後
、
小
学
校
生
活
と
の
隔
た

り
に
悩
む
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」

の
解
消
に
も
役
立
っ
て
い
ま

す
。

３年生による小学校での音楽指導
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息合わせて佐原囃子演奏
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ハーモニーを披露しあう合唱祭

「
自
主
・
自
律
」
を
合
言

葉
に
生
徒
の
自
主
性
を
重
ん

じ
る
自
由
な
校
風
で
、
生
徒

同
士
が
お
互
い
を
磨
き
合

い
、
高
め
合
う
闊
達
な
雰
囲

気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

「
行
事
の
小
金
」
。
そ
う

呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
小
金
高
校

は
行
事
が
盛
ん
で
す
。
そ
の

中
心
と
な
る
の
が
、
生
徒
主

体
で
企
画
・
運
営
さ
れ
る
四

大
行
事
で
す
。

四
大
行
事
の
中
で
、
最
も

特
徴
的
な
の
が
６
月
に
行
わ

れ
る
合
唱
祭
で
す
。
松
戸
市

の
森
の
ホ
ー
ル

を
会
場
と

し
、
各
ク
ラ
ス
が
精
一
杯
練

習
し
て
き
た
曲
を
披
露
し
ま

す
。
勉
強
や
部
活
動
で
忙
し

い
中
、
朝
早
く
に
ク
ラ
ス
で

集
ま
っ
た
り
、
放
課
後
も
合

間
を
縫
っ
て
集
ま
っ
た
り
し

て
、
一
生
懸
命
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
合
唱
祭
前
に
は
各

学
年
の
同
じ
ク
ラ
ス
ナ
ン
バ

ー
の
生
徒
が
お
互
い
の
発
表

を
聞
き
合
う
シ
ス
タ
ー
交
換

会
を
実
施
し
、
学
年
を
超
え

た
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。
各
ク
ラ
ス
は
曲
想
に

合
わ
せ
た
衣
装
を
製
作
し
、

合
唱
に
彩
り
を
添
え
て
い
ま

す
。合

唱
祭
の
他
に
も
、
新
ク

ラ
ス
で
初
め
て
迎
え
る
行
事

で
あ
る
５
月
の
球
技
祭
や
、

毎
年
多
く
の
来
場
者
を
迎
え

て
行
わ
れ
る
文
化
祭
、
多
種

多
様
な
種
目
で
盛
り
上
が
る

体
育
祭
（
い
ず
れ
も
９
月
）

と
い
っ
た
行
事
が
あ
り
、
小

金
高
校
に
と
っ
て
は
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

森のホール で合唱披露

威勢良く練習の成果を披露

生
徒
は
香
取
市
に
伝
わ
る

佐
原
囃
子
の
習
得
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
今
で
は
篠
笛
、

締
め
太
鼓
、す
り
鉦（
か
ね
）、

長
胴
太
鼓
、
鼓
で
息
が
合
っ

た
お
囃
子
を
演
奏
し
ま
す
。

２
年
生
は
３
年
生
か
ら
指
導

を
受
け
ま
す
が
、
最
初
の
う

ち
は
音
が
出
な
く
て
苦
戦
し

て
い
た
生
徒
も
、
熱
心
な
練

習
の
結
果
、
威
勢
の
良
い
篠

笛
の
音
が
出
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増
え
、

発
表
会
で
は
道
中
囃
子
や
八

木
節
く
ず
し
な
ど
の
伝
承
曲

の
ほ
か
、
ル
ン
バ
も
披
露
し

ま
す
。

体
育
祭
と
並
ん
で
の
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
が
文
化
祭
「
久

住
フ
ェ
ス
タ
」
で
す
。
生
徒

会
本
部
役
員
と
実
行
委
員
が

企
画
運
営
し
、
１
学
期
か
ら

こ
の
日
の
た
め
に
準
備
を
進

め
ま
す
。

今
年
は
今
月

日
、
「
心

を
動
か
す
力
、
感
動
を
僕
ら

の
音
色
に
の
せ
て
♪
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。体
育
館
で
は「
タ

イ
の
食
文
化
」
「
外
国
の
映

画
」
「
け
し
ゴ
ム
の
歴
史
」

「
幕
末
志
士
〜
幕
府
を
倒
し

た
英
雄
た
ち
〜
」
な
ど
、
こ

の
日
の
た
め
に
研
究
し
て
き

た
様
々
な
テ
ー
マ
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

合
唱
も
生
徒
が
心
を
一
つ

に
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
各

学
年
が
歌
声
を
披
露
し
た

後
、全
校
生
徒
が「
ヒ
カ
リ
」

を
声
を
そ
ろ
え
て
歌
い
ま
し

た
。
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◇所在地 松戸市新松戸北

校長 足立 欣一

企画・編集：ＮＰＯ法人親子進路応援センター 問い合わせ ０４７－４０７－８２５５

◇所在地 千葉県成田市久住中央

校長 平川 千秋

次回は 月 日に掲載します。
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Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
・
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
南
流
山
駅
か

ら
徒
歩

分
。
Ｊ
Ｒ
常
磐
線

・
武
蔵
野
線
新
松
戸
駅
か
ら

徒
歩

分
。
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Ｊ
Ｒ
成
田
線
久
住
駅
下

車
、
徒
歩
６
分
。
Ｊ
Ｒ
久
住

駅
か
ら
水
掛
ま
た
は
大
室
・

小
泉
行
バ
ス
で
久
住
中
学
校

前
停
留
所
下
車
、徒
歩
１
分
。

素
敵
な
あ
い
さ
つ
目
指
し
て

生
徒
会
長

石
毛

美
海

私
た
ち
の
久
住
中
学
校
は
、

成
田
市
の
中
で
も
小
規
模
な
学

校
で
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
小

学
校
か
ら
の
同
級
生
で
す
。
学

校
行
事
で
は
生
徒
数
が
少
な
い

の
で
一
人
ひ
と
り
に
活
躍
の
場

が
あ
り
ま
す
。

全
て
の
生
徒
が
主
役
に
な
る

「
久
住
フ
ェ
ス
タ（
文
化
祭
）
」

で
は
各
学
年
の
合
唱
、
ダ
ン
ス

発
表
、
各
教
科
で
作
り
あ
げ
た

作
品
の
発
表
や
展
示
等
が
行
わ

れ
、
多
く
の
家
族
や
地
域
の
方

々
に
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
見

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

久
住
中
学
校
生
徒
会
に
は
、

「
自
立
」
「
積
極
性
」
「
あ
い

さ
つ
」
と
い
う
３
本
の
柱
が
あ

り
ま
す
。
特
に
「
あ
い
さ
つ
」

は
、
生
徒
会
だ
け
で
は
な
く
委

員
会
か
ら
も
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
地
域
の

方
々
や
先
生
方
に
あ
い
さ
つ
を

す
る
生
徒
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

今
、
久
住
中
学
校
で
は
先
輩
、

後
輩
の
関
係
な
く
元
気
よ
く
す

て
き
な
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
こ

と
が
目
標
で
す
。

次回は 月 日に掲載します。
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変
化
の
中
で
変
わ
ら
ぬ
も
の

生
徒
会
長

三
浦

央
稀

昨
年
創
立

周
年
を
迎
え
、

今
年
度
か
ら
総
合
学
科
と
２
学

期
制
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
変

化
の
中
に
あ
る
小
金
高
校
で
す

が
、
そ
の
中
で
も
変
わ
ら
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

小
金
生
の
「
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
と
こ

と
ん
取
り
組
む
姿
勢
」
で
す
。

質
の
高
い
環
境
の
中
で
取
り

組
ま
れ
る
勉
学
や
、
多
種
多
様

な
部
活
動
、
一
か
ら
生
徒
の
手

で
作
ら
れ
る
行
事
、
活
発
な
生

徒
会
活
動
の
ほ
か
、
校
外
で
の

活
動
の
中
か
ら
「
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
・
輝
け
る
場
所
」
を

見
つ
け
、
こ
れ
ら
の
中
の
ど
れ

か
１
つ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
積
極

的
に
多
く
の
経
験
を
し
、
３
年

間
で
大
き
く
自
分
を
成
長
さ
せ

て
い
ま
す
。

足立欣一校長 今年創立 年目を迎え、県北西部の進学校の一つとし

て着実に進学実績も向上し、近隣中学校からの評価も得てきたところで

す。

さらに、「進学を重視した総合学科」が開設され、多彩なカリキュラ

ムの中、少人数・多展開授業が可能な総合学科棟 教室も建設中です。

学校目標の第一に学力の向上を掲げ、生徒個々の進学希望に対応でき

るよう日々の授業を大切にし、目標実現に向けての指導を行なっていま

す。毎日の学習活動では、単なる知識・技能の習得に終わることなく、

常に課題意識を持ち、自分で考え、自分の意見を持ち、それらを発表す

る力など、実社会で必要とされる力の育成にも重点を置いています。

また、本校では、規律と責任を重んじた「自主・自律」の校風の下で

の生徒の自発的・主体的な活動が特徴で、「球技祭・合唱祭・文化祭・

体育祭」などの生徒会行事や全国大会、関東大会にも出場している文化

部、運動部があり、各部活動とも積極的に活動しています。生徒は明る

く生き生きと学校生活を謳歌しています。

今後とも、生徒が知性を磨き社会で逞しく生きていく力を身に付けら

れる教育活動を推進して、生徒・保護者・地域から信頼される学校づく

りに努めていきます。


